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【2.職場紹介】
私達は⽣産⽀援部署：⼯具⽣技部集中研磨室集研2課に
所属しています。⾃動⾞部品のATの製造に使⽤する
刃具・⼯具の再⽣研磨（以下再研）を実施し
⾼精度製品造りに貢献しています。

【1.会社紹介】
弊社は愛知県刈⾕市に本社を置き、私達は岡崎⼯場に
拠点を置いています。経営理念に、
『移動に感動を未来に笑顔を』掲げています。
⾃動⾞部品を中⼼にｴﾈﾙｷﾞｰ関連、住⽣活関連の
製品を製造しています。

【3.発表者紹介】
中飯は26歳で趣味は愛⽝とﾄﾞﾗｲﾌﾞ、学⽣時代は野球に
打ち込みました。2016年⼊社、以来再研業務⼀筋に
取り組んでいます。
岩茸は26歳で趣味はﾊﾞｲｸ、学⽣時代はﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部でした。
2016年⼊社、2017年部署異動以来再研業務に
取り組んでいます。同期2⼈で発表します。

(岡崎工場)

【1.会社紹介】

【2.職場紹介】

【3.発表者紹介】
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【4.ﾘｰﾀﾞｰ就任と当時のｻｰｸﾙ】
⼊社当時のｻｰｸﾙはQC全国⼤会で感動賞を受賞する
ﾚﾍﾞﾙの⾼いｻｰｸﾙでした。私は先輩⽅に追い付きたいと思い
ʼ20年に初のﾃｰﾏﾘｰﾀﾞｰに挑戦しました。ﾃｰﾏﾘｰﾀﾞｰの実績が
買われ荒川職⻑からﾘｰﾀﾞｰに挑戦しないかと声が掛かり、
『やらせて下さい』と返事しました。内⼼、私に務まるか
不安な気持ちでした。前任者（⼭岡さん）に⾃分⾃⾝の
弱点を知りたいと相談し、QCｻｰｸﾙ誌を参考に前任者と
ﾘｰﾀﾞｰに必要な要素を明確化し、ﾘｰﾀﾞｰ評価シートを作成。
1⼈前のﾘｰﾀﾞｰを⽬指し活動が開始しました。

【5.ʼ21年ﾒﾝﾊﾞｰ】
ﾘｰﾀﾞｰ1年⽬の'21年のﾒﾝﾊﾞｰは総勢6⼈、
平均年齢27歳、平均勤続7年です。また、
昼夜で1つの、若⼿が多く元気のあるｻｰｸﾙです。
⽀援者の「若⼿を中⼼に全員のﾚﾍﾞﾙUPが図れる
活動にしよう」という思いの中、
ﾒﾝﾊﾞｰ全員が活躍出来る運営にします。

【6.ʼ21年ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙ】
弱点の⾒える化を図る為、ﾘｰﾀﾞｰ評価ｼｰﾄを基に、
前任者に私を評価して貰うと、運営能⼒が低い事が
分かりました。ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙはQC⼿法、
会合実施状況が低くCｿﾞｰﾝ、Bｿﾞｰﾝを⽬指し活動します。
個⼈ﾚﾍﾞﾙは若⼿3⼈が低い事が分かりました。
弱点を克服出来る運営⽅法を考えます。

【7.3ヶ年計画】
3年後に⽬指す姿は、

『若⼿が中⼼となりﾜﾝﾁｰﾑで
問題解決が出来るｻｰｸﾙ』にしました。

1年⽬はBASE作りﾍﾞﾃﾗﾝに⼿伝って貰い、
若⼿の弱点克服で

全員参加で妥協のない活動にします。

【4.ﾘｰﾀﾞｰ就任と当時のｻｰｸﾙ】

【5.ʼ21ﾒﾝﾊﾞｰ】

【6.ʼ21年ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙ】

【7.3ヶ年計画】



【8.ｻｰｸﾙ現状】

【8.ｻｰｸﾙ現状】
活動当初の会合はﾍﾞﾃﾗﾝ中⼼で若⼿は尻込みしていました。
私は若⼿中⼼で全員参加にしたいと思い、若⼿が参加し易い
環境作りから始める事で⽀援者の思いにも繋がると思いました。
野球部時代、ｺｰﾁと対話し双⽅意⾒で成⻑した事をﾋﾝﾄに、
会合の司会・進⾏を質問型（⼀⽅通⾏）から対話型に変更し、
若⼿の意⾒を引き出すことでﾜﾝﾁｰﾑを図りました。

【9.'21年活動ﾂｰﾙ】

【9.'21年活動ﾂｰﾙ】
私は⼭岡さんに相談し『若⼿が対話し易くしよう』と
ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをもらい、全国ﾚﾍﾞﾙのﾍﾞﾃﾗﾝと若⼿をﾍﾟｱにする事に
しました。私はｻｰｸﾙ運営、若⼿はQC⼿法を学び、ﾍﾞﾃﾗﾝの
教育⼒向上も⽬的に対話型ﾍﾟｱ作戦で全員の成⻑を
⽬指します。

【10.対話型ﾍﾟｱ作戦事例】

事例①

【11.現状把握⻭研ﾄﾞﾚｯｻ説明】

【11.現状把握⻭研ﾄﾞﾚｯｻ説明】
⻭研加⼯とは砥⽯で製品を加⼯すること。⻭研ﾄﾞﾚｯｻとは、
加⼯により、摩耗した砥⽯表⾯を整える⼯具で、⾼精度
製品の製造に重要な⼯具です。約6万粒のﾀﾞｲﾔが電着され
ﾀﾞｲﾔの表⾯積をﾀﾞｲﾔ⾯と呼び⼤きさはバラツキがあります。

【12.現状把握⻭研ﾄﾞﾚｯｻ説明】

【12.現状把握⻭研ﾄﾞﾚｯｻ説明】
⻭研ﾄﾞﾚｯｻ再研⼯程フローは、使⽤済み検査、再研、
ﾀﾞｲﾔ測定、検査になります。使⽤前はﾀﾞｲﾔ⾯が⼤きく
使⽤後は⾓が脱落しダイヤ⾯が⼩さくなります。
再研を⾏うことで使⽤前のﾀﾞｲﾔ⾯の⼤きさに回復させます。
取り代規格は10〜20μで10μの公差で再研しています。

【10.対話型ﾍﾟｱ作戦事例】
ﾃｰﾏ選定にあたり、若⼿に積極的に参加して欲しいという
思いから若⼿の困り事である再研不良低減に取り組むことに
しました。ﾃｰﾏ絞り込みには、ｸﾞﾗﾌ作成未経験の杉浦君が
⼯程別不良率を作成し、ｸﾞﾗﾌ作成が出来る佐野君には、
⼿直し要因のﾊﾟﾚｰﾄ図を作成して貰い、
⻭研ﾄﾞﾚｯｻの取り代少不良低減に取り組む事にしました。



【13.ﾍﾟｱで現状把握】

【13.ﾍﾟｱで現状把握】
対話型会合で若⼿の意⾒を引き出し再研ﾁｪｯｸｼｰﾄを
作成しました。ﾃﾞｰﾀ取りを⾏い、ﾃﾞｰﾀを基にｸﾞﾗﾌ作成出来たか
確認した所、意思疎通が取れていなくて活動に遅れが
発⽣しました。⼭岡さんとの対話から5W1Hを
意識した連絡帳まっ帳考案。私が各ﾁｰﾑに連絡し
情報共有連携強化で運営能⼒向上を図ります。

【14.現状把握・⽬標の設定】

【14.現状把握・⽬標の設定】
まっ帳を活⽤しｸﾞﾗﾌ作成を若⼿に依頼。若⼿が1⼈で作成し
ﾍﾞﾃﾗﾝとの対話で取り代をｸﾞﾗﾌに追記することで若⼿が成⻑。
現状把握より、ﾀﾞｲﾔ⾯が⼤きいと取り代が少なくなる
ことが分かりました。⽬標の設定は
取り代少不良0件を⽬指し、ﾍﾟｱで活動します。

【17.粗切込量が少ないﾄﾗｲ】

【17.粗切込量が少ないﾄﾗｲ】
困り事提案者の杉浦君が⾃らﾄﾗｲすると、
切込量を増やすとﾀﾞｲﾔ割れの弊害が発⽣し、
粗切込量の変更はNGになりました。

【16.粗切込量が少ない(要因検証)】

【16.粗切込量が少ない調査(要因検証)】
現状の再研条件の確認を⾏い、まっ帳活⽤で担当ﾍﾟｱに
ｻｲｸﾙ別取り代の調査を依頼しﾀﾞｲﾔ⾯の⼤きさで粗取り代が
変わる事が分かりました。ﾍﾟｱの対話で粗切込量変更に
決定しました。ﾍﾟｱで算出しﾍﾞﾃﾗﾝｻﾎﾟｰﾄの下、
若⼿が⾃ら会合で報告、粗切込量を変更しﾄﾗｲします。

【15.実施計画・要因解析】
実施計画を⽴て、まっ帳活⽤で各ﾍﾟｱと情報共有を⾏い
連携し活動に遅れが出ない様にします。要因解析は、
若⼿3⼈で特性要因図を作成し全員で評価しました。
重要要因は①切込量が少ない②切込回数が少ない
になりました。

【15.実施計画・要因解析】



【18.粗切込回数が少ない調査(要因解析)】

【18.粗切込回数が少ない調査(要因解析)】
次に切込み回数が少ないを調査する事にしました。
現状の再研条件を確認中に、若⼿⾃ら『私が算出します』
と積極的な対話が⽣まれて来ました。若⼿が算出した
粗切込回数に変更し調査した結果、ﾀﾞｲﾔ割れなく、
狙い取り代で再研出来ました。
以上、のことから粗切込回数が真因でした。

【19.対策】

【19.対策】
調査結果を若⼿が会合で報告し、対策担当に引き続きを⾏い、
設定した切込回数で評価します。評価結果を佐野君が
⾃ら対話しヒストグラムを作成し、
狙い取り代で安定して再研する事が出来ました。

【20.効果の確認〜管理の定着】

【20.効果の確認〜管理の定着】
効果の確認は取り代少不良0件、効果⾦額24万円になり
ﾒﾝﾊﾞｰ全員で協⼒して⽬標を達成する事が出来ました。
標準化は、要領書を若⼿３⼈で作成しﾒﾝﾊﾞｰ全員で
確認しました。管理の定着は、要領書を基に私が
現地・現物で全員理解するまで教育しました。

【21.ʼ21年まとめ】

【22.ʼ21年振り返り】

【21.'21年まとめ】
まっ帳を活⽤して連絡、指⽰、を⾏いﾍﾟｱ作戦で⾃⾝の
運営能⼒が向上しました。ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙは若⼿がｸﾞﾗﾌ作成、
会合の司会進⾏を⾏うことで、QC⼿法・会合実施状況が向上し、
Bｿﾞｰﾝになりました。個⼈ﾚﾍﾞﾙは対話型ﾍﾟｱ作戦で
若⼿の弱点が克服出来ました。ﾍﾞﾃﾗﾝは教える勉強ができた
事でﾒﾝﾊﾞｰ全員が成⻑しました。

【22.'21年振返り】
ʼ21年振り返りは、ﾍﾞﾃﾗﾝ協⼒の下、
私を含めた若⼿３⼈
の弱点を克服しBASEが完成しました。
活動を通じて若⼿から積極的な対話が⽣まれた事が、
⼀番良かったと思っています。



【23.ʼ22年ﾒﾝﾊﾞｰ】

【23.ʼ22年ﾒﾝﾊﾞｰ】
⽀援者の「互いを知り、信頼関係を築いていこう」
という思いの中、組織再編が⾏われ、

職種の違うｷﾞﾔ、ﾄﾞﾘﾙﾁｰﾑの混合ｻｰｸﾙに。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、推進者、ｻｰｸﾙﾒﾝﾊﾞｰが⼤きく変わり
新たにﾄﾞﾘﾙﾁｰﾑ5⼈のﾒﾝﾊﾞｰが加わりました。

【24.活動内容】

【25.ʼ22年ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙ】

【24.活動内容】
私は3ヶ年計画をﾒﾝﾊﾞｰに共有、ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰを岩茸君に依頼し、
最年少2⼈でｻｰｸﾙ運営を⾏う事にしました。全員参加を
図る為、昨年までの運営⽅法を岩茸君と共有しﾄﾞﾘﾙﾁｰﾑは
改善能⼒、ｷﾞﾔﾁｰﾑは共有⼒が⾼い事が分かり、⽀援者の
思いにも繋げる事が出来ました。
両ﾁｰﾑの良さを活かしたﾜﾝﾁｰﾑを⽬指します。

【25.ʼ22年ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙ】
ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙは運営の仕⽅とﾁｰﾑﾜｰｸが低くCｿﾞｰﾝへ降格、
Bｿﾞｰﾝを⽬指し活動します。ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰと2⼈で個⼈ﾚﾍﾞﾙを
確認し若⼿の運営の仕⽅と全員のﾁｰﾑﾜｰｸが低い事が
分かりました。私はﾜﾝﾁｰﾑの活動にはﾁｰﾑﾜｰｸは必須と思い
推進者に相談し、計画を⾒直し
弱点を克服出来る計画、ﾂｰﾙを考えます。

【26.ʼ22年計画】

【27.活動ﾂｰﾙ進化】

【26.ʼ22年計画】
ʼ22年は私がｻｰｸﾙ全体を1⼈で運営、次期ﾘｰﾀﾞｰ育成を⽬的に
若⼿がﾃｰﾏﾘｰﾀﾞｰを務め全員のﾁｰﾑﾜｰｸ向上で
STEPUPを⽬指します。

【27.活動ﾂｰﾙ進化】
まっ帳の反省点を活かし、ﾁｰﾑﾜｰｸ向上を図るにはﾒﾝﾊﾞｰの
意⾒反映は不可⽋と思いました。回覧時間を短縮する為に、
ﾎﾞｰﾄﾞを活⽤する事を会合で共有し、ﾒﾝﾊﾞｰからの意⾒を
取り⼊れたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞが完成しました。
ﾒﾝﾊﾞｰの困り事を他のﾒﾝﾊﾞｰが意⾒を記⼊する事で
問題解決を図り全員参加でﾁｰﾑﾜｰｸ向上を⽬指します。



【31.⽬標の設定・実施計画】

【29.選定理由】

【30.現状把握】

【28.選定の背景】
会合にてﾒﾝﾊﾞｰに取り組み内容を共有し
ﾁｰﾑﾜｰｸが深まるﾃｰﾏを検討しました。
安全は若⼿が理解し易く全員の共通認識で
取り組めると意⾒があがりました。推進者に会合結果を
報告し、ﾜﾝﾁｰﾑを⽬指し安全改善に取組む事にしました。

【29.選定理由】
ﾁｰﾑﾜｰｸを深めるにはﾒﾝﾊﾞｰの困り事に取り組む事が良い
と思いﾋﾔﾘﾝｸﾞを実施しました。ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰと⼀緒に意⾒を
集約し、ﾒﾝﾊﾞｰ全員で5項⽬でﾘｽｸ評価した結果、
成形機砥⽯交換作業に決定しました。
次期ﾘｰﾀﾞｰ育成を⽬的にﾃｰﾏﾘｰﾀﾞｰを若⼿の岩茸君に
お願いし、成形機砥⽯交換作業ﾋﾔﾘ撲滅に取り組みます。

事例②

【28.選定の背景】

【30.現状把握】
成形機砥⽯交換作業とは消耗砥⽯交換作業です。
砥⽯は3部品で構成され、3⼯程で交換します。問題点の
洗い出し実施しようと、ﾎﾞｰﾄﾞを活⽤し意⾒を募集した所、
作業がわからないと意⾒があがり、会合で3現主義で
洗い出しを⾏い全員で評価した結果、⼯程③のみに
ﾋﾔﾘが発⽣している事が分かりました。
ﾌﾗﾝｼﾞを⼿で固定している為、ｽｶﾀﾝの恐れがあり、
ﾊﾝﾏｰで叩いた時にﾌﾗﾝｼﾞが動き、押さえ⼿を叩く
ﾋﾔﾘがあることが分かりました。

【31.⽬標の設定・実施計画】
⽬標の設定はﾋﾔﾘ0件、ﾘｽｸ評価1Bをﾎﾞｰﾄﾞ活⽤し
ﾜﾝﾁｰﾑでﾋﾔﾘ撲滅を⽬指します。
実施計画はﾘｰﾀﾞｰ、ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰで作成しました。
若⼿2⼈を中⼼にﾎﾞｰﾄﾞを活⽤したﾁｰﾑﾜｰｸで
活動に遅れが出ない様に進めます。



【32.要因解析】

【33.ｺﾚｯﾄ作製検証】

【34.治具完成〜評価】

【35.ﾊﾝﾏｰｽｶﾀﾝ対策実施】

【32.要因解析】
ﾎﾞｰﾄﾞを活⽤し要因解析の意⾒を募集した所、
ﾒﾝﾊﾞｰから意⾒があがりませんでした。岩茸君は
納期遵守で1⼈で活動を進めようとしました。私は
全員参加は必須、ﾒﾝﾊﾞｰの協⼒で納期遵守可能と思い
野球部時代の体験談でﾜﾝﾁｰﾑを説明し理解して
もらいました。ﾒﾝﾊﾞｰに未記⼊理由を確認すると作業理解が
出来てませんでした。勉強会実施で業務理解が深まり
意⾒を基に、系統図・ﾏﾄﾘｯｸｽ図を活⽤し
対策案ｺﾚｯﾄを作製するをﾜﾝﾁｰﾑで⽴案する事が出来ました。

【33.ｺﾚｯﾄ作製検証】
ﾌﾗﾝｼﾞ固定部位を会合でﾒﾝﾊﾞｰ全員で検討しﾎﾞｰﾄﾞで
意⾒を募集しました。ﾒﾝﾊﾞｰから2つの意⾒があがり
鍋野班⻑のｱﾄﾞﾊﾞｲｽから外径ｸﾗﾝﾌﾟに決定しました。
岩茸君が構想図作成に苦戦しているとﾒﾝﾊﾞｰからの
⾃主的な協⼒で構想図を完成させる事が出来ました。

【34.治具完成〜評価】
構想図を基に治具が完成しました。
構造は、ﾚﾊﾞｰを回すとﾈｼﾞが回りﾃｰﾊﾟｰに従い、ﾌﾗﾝｼﾞを
固定します。全員で評価した結果、
ﾊﾝﾏｰ動線上に押さえ⼿があり、評価は△でした。
妥協は達成感が少ないと思い
ﾋﾔﾘ0件を⽬指しﾊﾝﾏｰﾚｽに挑戦します。

【35.ﾊﾝﾏｰｽｶﾀﾝ対策実施】
現状のﾚﾝﾁの問題点をﾒﾝﾊﾞｰ全員で洗い出したところ、2つの
問題が⾒つかりました。系統図・ﾏﾄﾘｯｸｽ図を作成し
評価した結果、ﾒｶﾞﾈ型ﾚﾝﾁ作製と持ち⼿延⻑に
決定しました。ｵﾘｼﾞﾅﾙﾚﾝﾁを全員で検証した結果、
全員締付け可能な持ち⼿300mmと⽖4点で固定に
決定しﾁｰﾑﾜｰｸでﾋﾔﾘ撲滅に成功しました。



【36.効果の確認〜管理の定着】

【36.効果の確認〜管理の定着】
効果の確認はﾘｽｸ評価1Bになり若⼿2⼈を中⼼に
ﾜﾝﾁｰﾑで⽬標を達成する事が出来ました。標準化は、
私と岩茸君が要領書を作成しﾒﾝﾊﾞｰ全員で
確認しました。管理の定着は岩茸君が現地・現物で
労働災害を発⽣させない教育を実施しました。

【37.ʼ22年まとめ】

【37.ʼ22年まとめ】
若⼿2⼈で運営しﾎﾞｰﾄﾞを活⽤した事でｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙは
Bｿﾞｰﾝになりました。個⼈ﾚﾍﾞﾙは若⼿の運営の仕⽅、
全員のﾁｰﾑﾜｰｸが向上しました。ﾒﾝﾊﾞｰの困り事を
ﾎﾞｰﾄﾞ活⽤し全員で問題解決した事で
ﾜﾝﾁｰﾑになり弱点を克服出来ました。

【38.ʼ22年振り返り】

【38.ʼ22年振り返り】
若⼿2⼈で運営、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ活⽤でﾁｰﾑﾜｰｸが
向上した事でSTEPUP出来ました。活動を通じて
ﾒﾝﾊﾞｰが⾃主的に協⼒してくれる様になり全員の
ﾁｰﾑﾜｰｸ向上出来た事が⼀番良かったです。

【39.ʼ23年計画】

【39.ʼ23年計画】
ʼ23年は改善能⼒向上を⽬指し各ﾒﾝﾊﾞｰが職場の
問題点を⾃ら⾒つけﾜﾝﾁｰﾑで問題解決に
CHALLENGEします。

【40.ʼ23年ﾒﾝﾊﾞｰ】
⽀援者の『個を⾼め成⻑する』との思いの中、
ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ若⼿を中⼼に活動します。
ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙは改善能⼒向上を図り、
Ｂｿﾞｰﾝ上段を⽬指す事を会合で共有しました。
築き上げたﾁｰﾑﾜｰｸで改善能⼒向上を⽬指します。

【40.ʼ23年ﾒﾝﾊﾞｰ】



【41.ʼ23年取組み】

【42.活動ﾂｰﾙ】

【43.ʼ23年振り返り】

【44.3ヶ年振り返り】

【41.ʼ23年取組み】
1⼈ひとりが挑み成⻑する活動を⽬指し、各ﾒﾝﾊﾞｰが
⾃ら⾒つけた問題の解決に向け取組み中です。
働きがい向上を⽬指し、5S活動に⼒を⼊れる事にしました。
5Sﾘｰﾀﾞｰを会合で募集すると若⼿の杉浦君が
⽴候補してくれました。
若⼿中⼼で問題解決にCHALLENGEします。

【42.活動ﾂｰﾙ】
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ活⽤しﾒﾝﾊﾞｰの意⾒を取り⼊れて5S活動を
していると、他の若⼿から問題点があがりました。
私は、更なるﾚﾍﾞﾙUPが図れると思い活動ﾂｰﾙを⾒直す事に
しました。⽀援者の思いも取り⼊れた活動ﾂｰﾙ、
まっちょ協⼒ｼｰﾄを考案しました。
改善者が問題点、対策案をシートに記⼊し、回覧を⾏い
ﾒﾝﾊﾞｰと上司が現地確認して意⾒を記⼊する事で、
ﾜﾝﾁｰﾑで改善能⼒向上を⽬指します。

【43.ʼ23年振り返り】
各ﾒﾝﾊﾞｰが⾃ら⾒つけた職場の問題点に挑戦し
若⼿5Sﾘｰﾀﾞｰの下、まっちょ協⼒ｼｰﾄを活⽤し
改善能⼒向上に取組み中です。
若⼿から前向きな意⾒があがる様になり
私の理想に近づいていると思い
とても嬉しく感じています。

【44.3ヶ年振り返り】
'21年ﾍﾞﾃﾗﾝ協⼒でBASE作り、
'22年若⼿2⼈で運営しﾜﾝﾁｰﾑでSTEPUP

'23年⾃ら問題解決にCHALLENGE中です。
今後もまっちょｻｰｸﾙは若⼿が活動の中⼼で
再び全国⼤会感動賞を受賞出来る様なｻｰｸﾙを
⽬指しCHALLENGEし続けます。




